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   A 62-year-old woman with renal angiomyolipoma is reported. Ultrasonogram revealed a hyper-
echoic renal mass and computed tomography showed « fatty density area in the tumor. Preopera-
tive dianosis of renal angiomyolipoma was made and was confirmed by frozen section during the 
operation. Partial nephrectomy was performed subsequently. 
   Renal angiomyolipoma is known by its fat content causing high echogenecity in the ultrasono-
gram and fatty density area in computed tomography. Renal angiomyolipoma, therefore, could 
be suspected by this combination of findings and conservative surgery should be planned preopera-
tively.































1,ClloフmEq/1.尿所 見:黄 色 透 明,蛋 白(一),糖
(一),沈渣 赤 血 球iO/hpf,白血 球1/hpf.
X線 学 的 検 査 所 見:KUBで は 異 常 を 認 め ず.
IVPに て右 上 腎 杯 お よび 中腎 杯 の 変形 を認 め た。 超
音 波 検査 で は右 腎 の 上極 に 径4cm,腎 実質 と 比 較 し
てhyperechoicな腫 瘤 像 を 認 め た(Fig.1).CT
scanでは 右 腎 上極 後面 に 内部 が 不 均 一,境 界 明 瞭 な
腫瘤 を認 め た.腫 瘤 の 大 部分 を 占め るlowdensity
areaはplainCTにて 一45HUと 脂 肪 に 一致 した
CT値 を示 し,一 部 や やhighdens量tyの部 分 はsoft
tissuedcnsityを示 して い た(Fig.2).選択 的 右 腎
動 脈 造 影 で は腫 瘤 はhypervascularで,不規 則 に 拡
張,蛇 行 す る新 生 血 管 を 認 め たが,動 静脈 痩 は認 め な
か った(Fig.3).なお い ずれ の検 査 に お い て も腫 瘤
外 の右 腎 お よび 左 腎 に は異 常 な く,頭 部CTscanに
て も異 常 は認 め られ な か った.
以上 の所 見 よ り右 腎 の 腎血 管 筋 脂 肪 腫 と診 断 し,
1984年4月10日手 術 を施 行 した.
手 術 所 見:右 腰 部 斜 切 開 に て後 腹 膜 腔 に達 した.腎
上 極 後 面 に腫 瘍 を認 め た が,周 囲 との癒 着 は な く,リ
ンパ節 腫 大 も認 め な か った.凍 結 切 片 に よ る術 中病 理
診 断 に て 腎血 管 筋 脂 肪腫 と確 認 後,腎 部 分 切 除 術 を施
行 した.
病理 学 的所 見 ・腫瘍 は割 面 黄 白色,腎 実 質 との境 界
明瞭 で,肉 眼 的 に は 良性 の脂 肪 腫 を 思 わせ た.組 織学
的 に は血 管,平 滑 筋,脂 肪 の3成 分 よ りな る腎 血管 筋
脂肪腫の像であった(Fig.4),平滑筋細胞 の核には
異型性が認められたが,分 裂像に乏 しく,腎血管筋脂
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echoと呼 ぼ れ,腎 孟,腎 杯,血 管,脂 肪 に よ って構
成 され て お り,水 腎 症 の よ うに 尿路 系 が 拡 張 した時 に
変 化 を 示 す.周 辺 のlowechoは実 質 に 対 応 し,お よ
そ均 一 で,massIesionが生 じた 際 にecholevelの
変 化,外 形 の変 化 とい った所 見を 呈 す る.こ の よ うな
時,massのecholevelが低 い と腎細 胞 癌 の,高 い
と腎 血 管 筋 脂 肪 腫 の 可 能 性 が 高 い(Fig.1,6).Bos-
niak5)は腎血 管 筋 脂 肪 腫12例中10例 がhyperechoic,
Hartmanら7)は10例中6例 がhyperechoic,2例が
highechoとlowechoの混 在,Bretら8)は18例27
腫 瘍 中25腫瘍 が,細 川 ら9)は4例全例 がhyperechoic
で あ った と報 告 し て い る.こ のechogenecityは脂
肪 成 分 のた め と考 え られ て お り7),腎血 管 筋 脂 肪 腫 に
とっ て特 異 性 の 高 い検 査 法 といxる.も ち ろ ん 脂 肪
腫,脂 肪 肉 腫 も同様 所 見 を 呈 す る 可能 性 が あ り,ま た
腎細 胞 癌 の 中 に も まれ にhyperechoicなもの が存 在
す る場 合 が あ る の で,highechogenecityのみ で診 断
を くだ す こ とは で きな い が,腎 血 管 筋 脂 肪 腫 を強 く疑
うの は 妥 当 な こ とで あ ろ う.
さ らにCTscanで は 吸収 値 の 計 測 に よ って 脂 肪
の存 在 を 同定 で きる た め,よ り正 確 な 鑑 別 が 可能 で あ
る10).SagclらH)は一80～-40HU,Bosniak6)は
一50HU以 下 ,Hansenら12)は一20HU程 度 とい
ず れ も腎 血 管 筋 脂 肪腫 中に 脂 肪 に 一致 して マ イ ナ スの
吸収 値 が あ る こ とを 強 調 して お り,同 じlowdensity
のspaceoccupyinglesionでも嚢 胞 が 水 と同 レベ ル
か それ 以 上 でOHU以 上,腎 細 胞 癌 が30～50HU,
壊 死 部 で も0～20HUに と ど まるu)の と対 照 的 で あ
る.脂 肪 を 含む 他 の 腫 瘍 との鑑 別 では,脂 肪 腫 は良 性
のた め 問 題 とな らず,脂 肪 肉腫 は高 分 化 型 が 腎血 管 造
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